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）

団
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6
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中
3
6
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回
収
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収
率
5
5
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（36団体合計）

年齢区分 人　数

0～10歳 138人

11～20 184人

21～30 94人

31～40 113人

41～50 276人

51～60 361人

61～70 300人

71歳以上 208人
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（36団体合計）

年　　度 人数

昭和62年度 1，503人

昭和63年度 1，544人

平成元年度 1，506人

平成2年度 1，529人

平成3年度 1，618人

　
回
答
の

あ
っ
た
団
体
の
総
合
計

か

ら
は
、
五
十
歳
代
の
年
齢
構
成

が

最
も
多
く
、
次
い
で
六
十
歳
代

と
な
っ
て
お
り
、
逆
に
少
な
い
の

は

二
十
歳
代
で
あ
る
。

　
全
体
的
に
は
、
特
別
な
増
加
は

な
い
も
の
の
、
構
成
員
の
減
少
傾

向
は
で
て
い
な
い
o

　
た
だ

し
、
個
別
の
回
収
結
果
の

中
に
は
減
少
し
て
い
る
団
体
も
あ
っ

た
。
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貴
団
体
で

は
、
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て
’
ど
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に
取
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で
き
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取

り
組
み
方
法
に
多
か
っ
た
順
は
次
の
と
お
り
。

ω
　
役
員
、
会
員
が
縁
故
勧
誘
す
る

②
　
学
校
（
小
・
中
）
の
協
力
に
よ
り
校
内
に
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
、
指
導
し
て
い
る

③
　
市
教
育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
、
広
く
市
民
に
呼
び
か
け
て
募
集
し
、
「
教
室
・

　
講
座
」
を
開
設
し
た
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②
前
記
の
取
り
組
み
に
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っ
て
’
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の
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効
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が
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り
ま
し
た
か
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前
記
の
方
法
ω
～
ω
に
対
応
し
た
効
果
は
次
の
と
お
り
で
、
団
体
の
活
動
が
活
発

　
化

し
、
会
員
が
増
え
る
等
の
良
い
効
果
が
で
て
い
る
。

　
　
回
答
の

傾
向
と
し
て
は
、
活
発
に
、
よ
り
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
の
効

　
果
は

良
い
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
地
域
（
学
校
・
自
治
会
等
）
の
協
力
が
得
ら
れ
る

　
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
効
果
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ω
’
後
継
者
育
成
会
が
結
成
さ
れ
た

　
　
・
宿
泊
研
修
会
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

　
　
・
日
常
の
交
流
が
深
ま
っ
た

②
・
卒
業
生
が
後
輩
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る

　
　
．
表
彰
さ
れ
る
の
で
、
励
み
に
な
る

　
③
・
熱
心
に
受
講

　
　
・
参
加
者
の
紹
介
で
新
入
会
者
が
あ
っ
た

3
・
後
継
者
が
誕
生
し
て
い
る
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多
か
っ
た
回
答
傾
向
と
し
て
は
以
下
の
順
で
、

ω
　
現
代
の
若
者
の
価
値
観
が
違
う
た
め

川
　
中
、
高
校
生
に
な
る
と
受
験
勉
強
が
あ
る
た
め

③
　
素
朴
で
理
解
し
に
く
い
、
人
気
が
な
い

　

と
な
っ
て
お
り
、
社
会
的
変
化
を
あ
げ
て
い
る
。
な
お
、
回
答
数
と
し
て
は
少
な

い

が
、
団
体
独
特
の
性
質
（
神
事
・
女
人
禁
制
・
古
語
使
用
）
を
指
摘
し
て
い
る
団

体
も
あ
っ
た
。

　

前
設
問

2
の
取
り
組
み
や
効
果
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て
の
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に
比
ぺ
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、
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が
少
な
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っ
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多
か
っ
た
回
答
と
し
て
は
以
下
の
順
で
、

ω
　
伝
統
芸
能
の

価
値
、
由
来
、
伝
承
の
大
切
さ
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

g／

文
化
財
保
護
の
大
切
さ
を
学
校
教
育
の
中
に
取
り
入
れ
て
も
ら
う

③
　
発
表
の
場
を
増
や
す

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
に
は
親
の
理
解
と
協
力
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
注
目
で
き
る
と
思
わ
れ
る
回
答
に
は
、
保
存
会
会
員
の
各
々
が
後
継
者
を

育
成
し
よ
う
と
い
う
意
欲
や
価
値
の
認
識
を
も
っ
と
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
回

答
が
あ
っ
た
。
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共
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多
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順
に
、
以
下
の
と
お
り
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そ
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回
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経
費
に
対
す
る
助
成

補
助
金
の
増
額

出
演
機
会
の
提
供

啓
発
、
広
報
活
動
の
強
化

各
団
体
の
交
流

総
合
練
習
場
所
の
提
供

　
　
　
表
彰
制
度
の
充
実
、

記
録
映

画
・
ビ
デ
オ
作
成
、
研
修
会
を
行
う
等
の
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そ
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ら
’
自
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に
書
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v
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自
由
意
見
は
あ
ま
り
記
入
が
な
か
っ
た
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
出
さ
れ
て
い
た
。

（前
設
問

5
の
意
見
に
重
複
す
る
内
容
が
多
か
っ
た
。
）

o
　
当
協
会
に
対
す
る
県
補
助
金
増
額
に
努
め
て
ほ
し
い
o

o
　
出
演
の
機
会
が
で
き
て
も
、
経
費
が
か
か
り
、
予
算
的
苦
労
が
多
い
。

o
　
道
具
の
修
理
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
の
で
補
助
金
増
額
に
努
め
て
ほ
し
い
o
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②
　
多
く
の
人
に
見
学
に
来
て
も
ら
う

③

　
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
写
真
等
に
よ
る
P
R

④
　
参
加
を
呼
び
掛
け
る

㈲
　
普
及
啓
発

㈲
　
財
政
的
支
援

　

そ
の
他
と
し
て
、
教
育
対
象
の
講
演
会
等
を
行
う
と
い
う
方
法
も
だ
さ
れ
て
い
る
。
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あ
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た
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ぜ
民
俗
芸
能
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
。
民
俗
一
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主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

ω
　
興
味

を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
理
由

　

①

地
元
に

民
俗
芸
能
が

あ
っ
た
か
ら

　

②

郷
土
史

を
大
切
に
し
、
知
り
た
い
か
ら

　

③

子
供
の

頃
、
地
元
の
民
俗
芸
能
を
見
て
育
ち
、
そ
の
伝
承
に
責
任
感
を
持
っ

　
　
た
か
ら

②
　
民
俗
芸
能
の
良
さ

⑤④③②①G
か
ら
は
、

し
た
中
か
ら
持
っ
た
興
味
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

土
着
的
な
も
の
を
感
じ
る

大
い

な
る
文
化
遺
産
で
あ
る

歴
史
を
知
る
こ
と
に
な
る

社
会
教
育
に
な
る

郷
土
の
誇
り

　
　
　
生
活
の

中
か
ら
ご
く
自
然
に
も
っ
た
興
味
で
あ
り
、

強
制
さ
れ
て
接
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コ
　
　
コ
コ
コ
　
　
　
　
　
　
コ
ト
　
　
　
　
　
オ
ロ
き
き
コ
コ
コ
　
コ
　
コ
ヨ
コ
コ
ト
ト
ト
　
ト
ト
ロ
　
ヨ

一

2
　
そ
れ
で
は
、
民
俗
芸
能
の
良
さ
を
多
く
の
人
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
一

亡
ど
b
ば
σ
な
済
ぽ
が
声
る
匙
偲
い
棲
畑
。
：
ー
ー
－
－
－
－
－
－
－
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：
：
－
：
｜
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主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

G
　
発
表
会
を
多
く
す
る

ザ

ト
ト
ロ
　
ト
ト
　
ト
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
タ
　
ロ
ヲ
コ
コ
コ
　
コ
ト
　
　
コ
コ
コ
リ
コ
　
コ
コ
　
　
コ
コ
　
　
　
　
　
ト
　
ヨ
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3
　
「
後
継
者
が
な
か
な
か
育
た
な
3
」
と
言
わ
れ
て
5
ま
す
が
、
そ
の
理
由
は
・
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一

　
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。
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（
例
…
…
●
娯
楽
が
5
ろ
い
う
と
ふ
え
た
か
ら
。
）
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上
位
を
占
め
た
回
答
と
し
て
は
以
下
の
順
で
、

　
ω
　
娯
楽
が

多
く
あ
る
か
ら

②
　
受
験
勉
強
が
厳
し
く
な
っ
た
か
ら

S
　
価
値
観
の
変
化

④
　
伝
承
意
識
の
不
足

　
　
そ
の
他
、
注
目
で
き
る
と
思
わ
れ
る
回
答
の
中
に
は
、
口
伝
え
が
多
く
、
文
章
・

図
面
等
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
、
と
い
う
伝
承
形
態
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
も
の

　
や
、
指
導
者
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。

コ

ト
　
ト
ト
ト
　
　
ロ
ト
ハ
ト
ト
び
ト
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
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ロ
ロ
　
ロ
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ロ
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ド
ト
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
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4
　
ど
う
す
れ
ば
、
後
継
者
が
育
っ
て
V
る
と
思
い
ま
す
か
。
　
　
　
　
　
　
　
．
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筒
単
な
こ
と
で
も
、
現
実
に
実
行
で
き
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
書
い
て
v
だ
一
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さ
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。
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多
か
っ
た
回
答
と
し
て
は
以
下
の
順
。

（5）　（4）　（3）　（2）　（1）

学
校
教
育
の
中
に
取
り
込
む

地

域
に
対
す
る
P
R

指
導
者
の
育
成

教
員
に
地
元
芸
能
を
認
識
し
て
も
ら
う

教
室
を
開
い
て
、
幅
広
く
同
好
者
を
募
る
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㈲
　
伝
承
者
の
資
格
、
制
限
を
緩
和
す
る

　
以
上
の

よ
う
に
、
対
外
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
意
見
、

の
体
制
改
善
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
。

あ
る
い
は
団
体
自
身

「

1
ー
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－
”
1
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－
I
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－
1
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I
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－
－
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－
－
－
－
1
－
－
－
1
－
1
ー
－
－
’
t
l
l
－
1

・

5
　
後
継
者
育
成
の
た
め
に
、
民
俗
芸
能
協
会
あ
る
い
は
地
方
公
共
団
体
が
支
援
一

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

で

き
る
よ
う
な
方
法
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
　
　
　
　
一

L
＿
　
＿
．
　
．
1
＿
＿
＿
＿
＿
1
　
．
．
　
＿
＿
I
I
＿
　
．
．
　
＿
．
　
＿
l
I
＿
＿
．
1
＿
＿
＿
＿
＿
＿
“
＿
＿
ー
1
＿
＿
＿
＿
1
＿
＿
．
ー
1
＿
＿
＿
　
J

　

多
か
っ
た
回
答
は
団
体
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
様
で
次
の
と
お
り
o

G
財
政
援
助

口
　
発
表
会
の
場
所
提
供

③
　
広
報
活
動
の
強
化

コ

　
コ
コ
　
ト
じ
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ロ
　
し
　
コ
　
　
ロ
ロ
ト
ド
オ
コ
　
　
　
コ
ト
ト
け
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

・

6
　
そ
の
他
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
自
由
に
書
い
て
v
だ
さ
い
。
　
1

L
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1
1
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＿
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＿
＿
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＿
．
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＿
l
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J

o
　
協
会
会
員
証
の
発
行
と
名
刺
肩
書
き
の
利
用

o
　
正
し
い
伝
承
者
の
育
成

o
　
芸
能
大
会
開
催
の
周
知
の
充
実

　

以
上
に

つ
い

て
は

複
数
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
。

　

そ

の
他
に

は

地
元
の
民
俗
芸
能
案
内
板
設
置
を
す
る
こ
と
や
、
宿
泊
見
学
会
実
施

に

つ
い

て
の
意
見
も
あ
っ
た
。

能
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
雑
感

　
ア

ン

ケ

ー
ト
の
ま
と
め
か
ら

　
神
奈
川
県
民
俗
芸
能
後
継
者
育
成
に
つ

い

て
の
ア

ン

ケ
ー
ト
回
収
率
は
団
体
が
約

後
　
藤

淑

五
十
五
パ

ー
セ
ソ
ト
、
個
人
が
約
二
十
五

パ

ー
セ
ソ
ト
で
あ
っ
た
。
回
収
率
か
ら
考

え

る
と
、
こ
の
調
査
か
ら
神
奈
川
県
民
俗

芸
能
後
継
者
育
成
の
現
状
を
正
確
に
読
み

と
る
こ
と
は
難
し
い
o
解
答
の
な
か
っ
た

団
体
と
個
人
の
数
が
か
な
り
多
い
の
で
、

解
答
の

な
か
っ
た
人
々
が
ど
う
考
え
て
い

る
か
、
そ
の
解
釈
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。

　

回
収
率
は
決
し
て
多
く
な
い
が
、
そ
の

解
答
内
容
は
、
真
剣
な
体
験
を
も
と
に
し

た

も
の
が
多
く
、
信
愚
度
が
極
め
て
高
く
、

後
継
者
育
成
に

つ
い

て

示
唆
を
受
け
る
点

が

多
い
。
こ
れ
は
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ

る
。　

ア

ソ

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
民
俗
芸
能
を

実
際
に
行
な
っ
て
い
る
年
齢
は
五
十
才
か

ら
七
十
才
ま
で
の
高
齢
者
が
多
く
、
中
で

も
六
十
才
代
が
多
い
。
こ
れ
は
全
国
的
に

見

ら
れ
る
傾
向
で
あ
ろ
う
。
民
俗
芸
能
の

将
来
が

心
配
さ
れ
る
所
以
で
あ
り
、
後
継

者
育
成
が
問
題
と
な
る
理
由
で
あ
る
。
　
一

方
、
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
平
成
三
年
度

ま
で
の
民
俗
芸
能
に
直
接
参
加
し
て
い
る

人
々
の
数
を
見
る
と
、
わ
ず
か
で
は
あ
る

が

年
毎
に

多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う

か
。　

指
導
者

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
民
俗
芸
能
の
将
来

に

関
し
、
後
継
者
の
問
題
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
o
ま

た
、
解
答
内
容
を
見
る
と
、
後
継
者
育
成

に

つ
い

て
、
指
導
者
の
存
在
が
大
き
く
か

か

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
。

こ
の
調
査
で
は
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
々

の
民
俗
芸
能
継
承
に

対
す

る
情
熱
の
よ
う

な
も
の
の
必
要
が
何
と
な
く
感
じ
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
逆
に
指
導
者
の
消
滅
が
民
俗

芸
能
の
消
滅
に
も
つ
な
が
る
と
感
じ
た
の

で

あ
っ
た
。
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
平
成

三
年
度

ま
で
の
民
俗
芸
能
に
加
わ
る
人
々

が

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
多
く
な
っ
て
い
る

の
は

指
導
者
の
努
力
に
よ
る
こ
と
が
あ
っ

た

の

で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
調
査
の
中
に
は
、
民
俗
芸
能
の
価

値
に
関
す
る
啓
発
の
こ
と
、
学
校
教
育
と

の
関
係
に
関
す
る
こ
と
、
カ
ル
チ
ャ
ー
・

講
座
に

関
す
る
こ
と
な
ど
が
多
い
が
、
こ

れ
は

指
導
者
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
。

　
歴
史
的
流
れ
の
中
の
民
俗
芸
能

　
指
導
に
は
民
俗
芸
能
の
現
状
と
そ
の
価

値
・
良
さ
を
よ
く
理
解
し
て
か
か
る
こ
と

が

必
要
で
あ
る
。
民
俗
芸
能
の
価
値
及
び

今
後
に
お
け
る
育
成
と
継
承
の
こ
と
を
考

え
る
場
合
、
現
在
の
民
俗
芸
能
が
ど
の
よ

う
な
歴
史
の
流
れ
の
中
で
変
容
し
つ
つ
あ

　
　
　
　
ち
ょ
う
か
ん

る
か
を
鳥
敵
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
と
な

ろ
う
。
い
ろ
い
ろ
な
変
容
が
あ
ろ
う
が
、

ま
ず
、
　
一
つ
は
次
の
よ
う
な
変
容
が
あ
る

一 6一

．

こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

近
代
に

入

り
、
民
俗
芸
能
は
人
々
の
日

常
生
活
か
ら
離
れ
、
特
殊
な
生
活
へ
移
行

し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
近
代

社
会
に
入
る
以
前
ま
で
は
、
民
俗
芸
能
は

祭
り
や
行
事
の
一
部
と
し
て
必
要
な
存
在

と
な
っ
て
お
り
、
特
に
信
仰
生
活
と
深
く

結
び

つ
い

て

い

た
。
こ
の
日
常
の
信
仰
生

活
か

ら
特
殊
な
生
活
へ
と
い
う
意
識
の
変

容
が

価
値
観
の
相
違
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
っ
た
。
今
日
で
は
信
仰
生
活
か
ら
観
光
・

文
化
財
へ
と
い
う
意
識
の
移
行
が
な
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
現
代
の
若
者
の
価
値
観
が
違
っ

て

き
て
、
民
俗
芸
能
が
現
代
の
若
者
か
ら

遠
ざ
か
っ
た
。
若
者
に
は
理
解
し
に
く
く
、

人
気
が

な
く
な
り
、
後
継
者
が
な
く
な
っ

た
。
こ
の
現
状
と
流
れ
を
理
解
す
る
必
要

が

あ
ろ
う
。
こ
の
流
れ
に
さ
か
ら
う
と
継

承
を
誤
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
民
俗
芸
能
の
価
値

　
そ

こ
で
民
俗
芸
能
の
価
値
が
改
め
て
考

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
文
化
の
価
値
は

新

し
い
も
の
の
中
に
す
べ
て
存
在
す
る
と

い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
o
精
神
的
な
こ

と
が
強
く
関
係
す
る
文
化
は
新
し
い
か
ら

価
値
が

あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
第
二
次

世
界
大
戦
頃
の
文
化
や
考

え
方
は
そ
れ
以

前
の

文
化
や
考

え
方
に
す
べ
て
ま
さ
っ
て

い
た

と
は
い
え
な
か
っ
た
し
、
職
人
、
芸

人
の
技
は

新

し
い
も
の
が
す
べ
て
す
ぐ
れ

て
い

る
と
は
い
え
な
い
o
時
間
の
推
移
は

文
化
の

価
値
を
変
え
る
こ
と
が
あ
る
が
、

そ
れ
が

価
値
高
い
も
の
に
す
べ
て
変
っ
た

と
は
い
え
な
い
。
時
間
を
超
え
て
存
在
す

る
価
値
が
あ
る
。
こ
の
価
値
を
改
め
て
考

え
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
長
い
歴
史
を
も

つ
文
化
の
中
に
価
値
は
あ
る
。
民
俗
芸
能

は

長
い

歴
史

を
も
っ
て
い
る
。
民
俗
芸
能

は

次
第
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
が
、
変
容
の

比
較
的
少
な
い
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
民

俗
芸
能
の
良
さ
、
価
値
で
あ
ろ
う
。
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
民
俗
芸
能
を
改

め

て
考

え
直
す
こ
と
が
大
切
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
民
俗
芸
能
の
本
義

　
そ

れ

で
は

以
上
の

よ
う
な
こ
と
の
中
か

ら
、
民
俗
芸
能
の
継
承
育
成
に
つ
い
て
ど

ん
な

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
民
俗
芸
能
に

対
す

る
価
値
観
が
昔
と
今

で
は
違
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
。
社
会
の
変
化
や
考
え
方
の
変
化
、
年

齢
の
違
い
に
よ
っ
て
価
値
観
に
変
化
が
あ
っ

て

も
、
価
値
が
そ
う
簡
単
に
変
化
す
る
も

の

で

は
あ
る
ま
い
。
社
会
的
環
境
の
変
化

に

よ
っ
て
価
値
が
曲
げ
ら
れ
た
り
、
忘
れ

ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
。
曲
げ
ら
れ

た

も
の
は
元
に
戻
せ
ば
よ
い
し
、
忘
れ
ら

れ
た

も
の
は
思
い
出
し
た
ら
よ
い
。
価
値

高
い
も
の
に
は
、
時
間
、
年
齢
、
民
族
を

超
え

て
動
か

な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
を

よ
く
知
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　

あ
る
俳
優
が
、
最
近
の
俳
優
の
芸
は
見

て
面
白
く
な
い
し
美
し
く
な
い
と
い
わ
れ

る
。
そ
れ
は
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
で
す

か

と
老
俳
優
に
尋
ね
た
。
す
る
と
、
老
俳

優
は
そ
れ
は
今
の
俳
優
が
芸
と
は
何
か
、

美
と
は
何
か
、
面
白
く
見
せ
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
、
芸
能
の
本
義
を
よ
く
知

ら
な
い
か
ら
だ
と
答
え
た
と
い
う
話
が
あ

る
。
民
俗
芸
能
の
本
当
の
価
値
と
良
さ
を

知

る
こ
と
も
、
こ
の
俳
優
の
問
答
と
共
通

し
た
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
文
化
は

画
一
的
で
あ
る
よ
り
も
個
的
で

あ
る
方
が
よ
い
と
い
う
。
創
造
力
は
個
的

な

も
の
の
中
に
多
く
あ
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
民
俗
芸
能
は
郷
土
芸
能
と
も
い
わ
れ

て
い

る
よ
う
に
、
地
域
社
会
の
中
で
長
い

間
育
て

ら
れ
て
来
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は

地
域
的
特
色
が
あ
る
。
個
的
存
在
と
い
え

る
。
観
光
と
結
び
つ
き
や
す
い
の
も
そ
こ

に

原
因
の
一
つ
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
一

時
的

な
流
行
と
は
違
っ
た
味
わ
い
深
い
も

の
が

あ
る
。
民
俗
芸
能
は
、
た
だ
単
に
芸

能
だ
け
が
独
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
地

域
生
活
、
先
祖
の
生
活
を
も
取
り
込
ん
で

い

る
。
懐
か
し
さ
が
何
と
な
く
た
だ
よ
っ

て
い

る
の
は
そ
の
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
学
校
教
育

　
文
化
財
と
は
何
か
、
郷
土
文
化
と
は
何

か

を
知
る
最
適
の
素
材
が
民
俗
芸
能
に
は

あ
る
。
学
校
教
育
の
中
に
こ
れ
を
取
り
入

れ
、
画
一
的
な
教
科
書
に
加
え
て
副
読
本

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い

で

あ
ろ
う
か
。
学
校
で
あ
れ
ば
練
習
、
発

表
の

場

も
多
く
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と

が

軌
道
に
の
れ
ば
民
俗
芸
能
を
育
成
す
る

底
辺

は
広
く
な
り
、
永
続
も
可
能
と
な
ろ

う
o
最
近
は
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
地
域
の
文

化
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
。
こ
う
し
た
文
化

活
動
は

役
所
、
生
涯
教
育
、
父
母
、
学
校

と
結
び
つ
い
て
い
よ
う
。
郷
土
芸
能
の
特

色
を
知
る
た
め
に
日
本
の
芸
能
、
世
界
の

芸
能
を
学
び
た
い
。
日
本
の
芸
能
の
原
点

の
l
つ
に
郷
土
芸
能
を
位
置
づ
け
た
い
。

日
本
芸
能
の
特
色
を
知
る
た
め
に
世
界
の

芸
能
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
同
じ
で
あ
る
。

　
郷
土
芸
能

を
た
だ
文
化
財
に
と
ど
め
る

の
は

惜
し
い
。
新
し
い
郷
土
芸
能
、
日
本

芸
能
の
創
造
と
も
結
び
つ
け
た
い
。

（
昭
和
女
子
大
学
教
授
）
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保
存
の
現
状

司
会
　
き
ょ
う
は
後
継
者
育
成
問
題
を
中

心
と
し
て
民
俗
芸
能
の
保
存
と
活
用
を
い

か

に

す
べ
き
か
を
皆
様
に
語
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
は
し
め
に
保
存
の
現
状
が
神
奈

川
県
の
場
合
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
、

ま
た
全
国
的
に
見
る
と
ど
う
な
の
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
後
藤
先
生
に
お
話
し
し
て

い

た

だ
け

れ
ば

と
思
い
ま
す
。

後
藤
　
民
俗
芸
能
の
保
存
と
後
継
者
の
育

成
の
問
題

は
、
何
も
神
奈
川
県
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、
全
国
的
な
こ
と
で
す
。

他
県
で
は
ま
ず
、
過
疎
化
の
傾
向
に
あ
っ

て
そ

れ

に

悩
ん

で
い
ま
す
。

　
民
俗
芸
能

を
行
な
う
人
は
（
内
容
や
質

に

も
よ
り
ま
す
が
）
若
い
人
が
活
躍
す
る

と
こ
ろ
が
多
い
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
そ

の
若
い
人
が
皆
、
外
へ
出
て
し
ま
う
、
そ

れ

を
な
ん
と
か
食
い
止
め
る
こ
と
が
ま
ず

第
一
な
ん
で
す
。

　
で
す

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
方
策
を
と
っ
て

い

る
訳
で
す
よ
。
た
と
え
ば
、
お
祭
り
の

日
に
ち
を
変
え
て
し
ま
っ
て
正
月
近
く
の

も
の
は
み
ん
な
ま
と
め
て
し
ま
っ
た
り
、

土
、
日
曜
日
の
休
み
に
集
中
さ
せ
た
り
す

る
。

　
民
俗
芸
能
は
本
来
そ
の
日
に
ち
と
か
時

間
と
か
に
意
味
が
あ
っ
た
訳
で
す
が
、
で

も
そ
れ
を
無
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
で
、

何
よ
り
も
保
存
で
き
得
る
限
り
の
こ
と
を

し
て
い
る
ん
で
す
。
随
分
無
理
を
し
て
や
っ

て
い

る
と
い
う
の
が
全
国
的
な
一
つ
の
現

状
で
す
。

　
そ

の

点
、
神
奈
川
県
と
い
う
と
こ
ろ
は

大
都
市

を
控
え
て
い
て
民
俗
芸
能
を
伝
え

て
い

る
若
い
人
が
、
伝
承
地
か
ら
自
分
の

勤
務

地
へ
通
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は

他
県
か
ら
比
べ
た
ら
、
割
合
に
保
存
し
や

す
い

状
況
に

あ
り
、
か
な
り
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
成
果
も
上
が
っ
て
い

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
先
日
実
施
し
た
協
会
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
の

団
体
の
回
収
率
も
他
県
と
比
べ
る
と
比
較

的

よ
か
っ
た
か
ら
神
奈
川
県
は
各
団
体
の

方
々
が
後
継
者
育
成
の
問
題
に
関
心
が
あ

る
し
、
熱
心
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

司
会
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
同

し
話
題
で
、
全
国
の
祭
礼
な
ど
も
研
究
さ

れ

て

い

る
石
井
先
生
は
い
か
が
お
考
え
に

な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

石
井
　
神
奈
川
の
民
俗
芸
能
は
特
に
祭
礼

と
の
係
わ
り
が
深
い
と
思
い
ま
す
が
、
神

社

な
ど
氏
子
の
方
々
が
非
常
に
熱
心
に
活
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動
し
て
い
ま
す
し
、
先
ほ
ど
の
後
藤
先
生

の

お
話
し
の
よ
う
に
ま
だ
ま
だ
そ
う
悲
観

的
な
状
況
で
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
場
で
は
民
俗
芸
能

の
部
分

で
論

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す

が
、
保
存
や
育
成
を
考
え
る
と
き
に
祭
事

の

内
容
と
か
村
落
の
構
成
の
こ
と
を
抜
き

に

し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
問
題
だ

と
思
い
ま
す
ね
。

司
会
　
そ
れ
で
は
、
実
際
に
民
俗
芸
能
の

保
存
に

努
め
る
一
人
と
し
て
、
内
山
剣
舞

お
ど
り
保
存
会
長
の
箭
子
さ
ん
に
現
状
を

伺
い
た
い
の
で
す
が
。

箭
子
　
内
山
剣
舞
お
ど
り
保
存
会
の
会
員

は

年
配
の

女
性

が
多
い
ん
で
す
。
日
常
は

孫
の
子
守
な
ど
に
追
わ
れ
て
、
練
習
の
機

会
に

人
が

揃

わ
ず
困
っ
た
状
態
に
な
っ
て

い

た
時
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
こ
の

芸
能
そ

の

も
の
が
現
代
的
で
な
い
の
で
、

あ
ま
り
受
け
な
い
感
し
で
、
新
た
に
や
ろ

う
と
い
う
人
が
な
か
な
か
現
わ
れ
な
か
っ

た
の
で
す
。

　
そ

こ
で
、
こ
の
事
態
を
な
ん
と
か
し
な

け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
に

直
接
訴
え
か
け
る
方
法
と
し
て
、
会
員
が

手
分
け

し
て
家
庭
訪
問
を
す
る
こ
と
に
し

た

ん

で
す
。

　
結
果
と
し
て
は
、
地
域
の
方
の
理
解
が

あ
り
ま
し
て
、
十
六
名
も
の
人
が
加
入
し

て

く
れ
ま
し
た
。

　

う
れ
し
い
こ
と
は
、
練
習
に
は
お
祖
母

さ
ん
が
お
嫁
さ
ん
に
手
を
と
っ
て
指
導
し

て
い
た

り
、
練
習
の
後
の
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
の
世
間
話
に
花
が
咲
い
た
り
と
、
和

や
か

な
光
景
が
見
ら
れ
る
ん
で
す
。

　
会
員
は
郷
土
の
芸
能
の
保
存
の
目
的
だ

け

で

な
く
、
こ
の
踊
り
を
通
し
て
地
域
の

婦
人
の

心
の
ふ
れ

あ
い
の
場
の
役
割
を
果

た

す

こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
続

い

て

湘
南
座
代
表
の
平
野
さ
ん
、
き
ょ
う

は

こ
の
テ
ー
マ
に
あ
っ
て
は
新
し
い
風
的

存
在
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
後
継
者

不
足

の

今
日
に
、
若
い
人
た
ち
が
集
ま
っ

て

新
た

に

座
を
旗
揚
げ
し
た
と
い
う
明
る

い

話
題
を
新
聞
紙
上
に
載
せ
た
の
は
、
確

か

約
二
年
前
で
し
た
ね
。
座
の
発
足
の
い

き
さ
つ
で
す
と
か
、
現
状
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

平
野
　
平
塚
市

内
に
あ
る
県
立
高
浜
高
校

と
茅
ヶ
崎
市
内
に
あ
る
県
立
茅
ヶ
崎
高
校

の

生
徒
が

ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
乙
女
文
楽

に
取

り
組
ん
で
い
る
ん
で
す
が
、
高
校
生

活
三
年
間

で
終

わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
も
っ

た
い
な
い
o
こ
れ
を
な
ん
と
か
し
て
続
け

て
い

v
方
法
は
な
い
か
と
言
う
声
が
盛
り

上
が
っ
て
、
両
校
の
卒
業
生
が
座
員
と
な
っ

て
座
を
結
成
し
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
師
匠
に

は

桐
竹
智
恵
子
さ
ん
を
迎
え
、

平
成
二
年
四

月
八
日
に
平
塚
八
幡
宮
神
楽

殿
で
旗
揚
げ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で

す
。
き
ょ
う
も
夜
、
鎌
倉
で
公
演
を
依
頼

さ
れ
て
い
ま
し
て
、
活
動
は
活
発
に
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
す
べ
て
順
調
と
い
う
訳
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
人
形
の
遣
い
手
は
確
保
さ

れ

ま
し
た
が
、
義
太
夫
節
の
語
り
や
三
味

線
の
奏
者
不
足
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す

か

ら
そ
の
点
で
悩
ん
で
い
ま
す
。

現
代
感
覚
と
の
違
い

司
会
　
今
の
平
野
さ
ん
の
お
話
で
は
す
べ

て
が

う
ま
く
進
ん
で
い
る
訳
で
は
な
い
と

の

こ
と
で
す
が
、
と
に
か
く
若
い
遣
い
手

が

育
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と

で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
後
継
者
不
足
の
原
因

の

一
つ
に

は
現
代

の
生
活
様
式
の

違
い
な
ど
か
ら
民
俗
芸
能

が

若
者
の
感
覚
に
合
わ
な
い
か
ら
だ
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

石
井
　
そ
う
で
す
ね
。
わ
た
し
が
生
徒
と

国
語
の
授
業
で
接
し
て
い
る
な
か
で
気
づ

い
た

こ
と
で
言
う
と
、
た
と
え
ば
「
こ
よ

り
」
と
い
う
こ
と
ば
が
出
て
き
た
時
に
三

分
の
二
ぐ
ら
い
の
生
徒
は
知
ら
な
い
で
す

ね
o
見
た
こ
と
も
な
い
そ
う
で
す
。
そ
れ

か

ら
下
駄
の
「
鼻
緒
」
も
何
と
言
う
か
と

い

う
と
、
下
駄
の
「
ひ
も
」
に
な
っ
て
し

ま
う
。
つ
ま
り
、
芸
能
だ
け
で
な
く
つ
い

最
近
ま
で
我
々
の
生
活
に
身
近
か
で
あ
っ

た

も
の
が
彼
ら
の
生
活
の
中
に
は
既
に
な

い
物
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
俗
芸
能
の
行

わ
れ
て
き
た
生
活
と
か
け
離
れ
た
現
状
か

ら
、
若
者
た
ち
に
ど
う
や
っ
た
ら
そ
れ
の

継
承
者
に

な
る
ま
で
向
け
ら
れ
る
の
か
、

む
ず
か
し
い
問
題
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

後
藤

　
民
俗
芸
能
の
あ
り
方
が
、
昔
は
生

活
の

一
部

で
あ
っ
た
の
で
そ
れ
が
な
か
っ

た

ら
生
活
が
成
り
立
た
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
何
も
保
存
し
よ
う
と
思
わ
な
く
て
も
自淑氏▲後藤
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然
に

保
存
で
き
た
。
つ
ま
り
自
然
だ
っ
た

ん

で
す
。
と
こ
ろ
が
今
は
そ
う
い
う
状
況

で

は
な
く
て
生
活
か
ら
は
何
か
遺
物
の
よ

う
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
さ
に

特
殊
的
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
そ
う
い
う
流
れ
に
移
り
変
わ
っ
て
い
る

ん

で
す

ね
o
こ
れ
は
自
然
の
流
れ
で
あ
っ

て
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う

ん

で
す
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、

最
も
有
効
に
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
か
が
重

要

な
こ
と
な
の
で
す
。

学
校
教
育
へ
の
取
り
組
み

司
会
　
自
然
の
ま
ま
に
し
て
い
た
ら
民
俗

芸
能
は
消
え
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
流
れ

の

中
に
私
た
ち
は
今
、
生
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

後
藤
　
そ

う
で
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
は
私

の
全

く
の
個
人
的
な
考
え
で
す
が
、
最
も

有
効
に
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
は
学
校
教

育
に
そ
の
多
く
を
背
負
っ
て
も
ら
わ
な
い

と
い
け
な
い
。
そ
う
や
っ
て
普
及
し
て
い

か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
学
校
教
育
は
私
た
ち
が
生
活
し
、

文
化

と
は
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
教
え
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
、
文

化

と
は
何
ぞ
や
と
い
う
こ
と
を
学
校
教
育

を
通
し
て
教
え
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　
民
俗
芸
能

と
い
う
の
は
そ
の
土
地
に
根

づ

い

た
郷
土
色
豊
か
な
も
の
で
す
か
ら
、

自
分
た
ち
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
こ
ん
な

特

色
あ
る
も
の
が
先
祖
代
々
ず
っ
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
は
、

そ
の
土
地
に
生
ま
れ
育
っ
た
若
い
人
た
ち

に

と
っ
て
将
来
何
ら
か
の
形
で
生
か
さ
れ

て

v
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
と

え
ば
外
国
へ
行
っ
た
と
し
て
も
故
郷
は
こ

ん

な
だ
っ
た
と
い
う
音
心
識
が
で
る
、
こ
れ

は

大
事

な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で

す
。　

で
す
か
ら
、
あ
る
県
で
は
教
材
に
民
俗

芸
能

を
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
運
動
会
の
時
に
風
流
踊

り
を
や
る
な
ど
し
て
い
る
。
す
る
と
小
学

校
六
年
間
な
り
、
中
学
校
三
年
間
な
り
続

け

る
こ
と
に
な
る
の
で
印
象
深
い
も
の
に

な
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
自
分
の
土
地
の
こ

と
を
学
習
す
る
訳
で
す
か
ら
意
味
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

箭
子
　
今
、
学
校
教
育
の
中
へ
取
り
入
れ

る
と
い
う
話
が
で
ま
し
た
が
、
私
ど
も
の

内
山
剣
舞
お
ど
り
は
地
元
の
北
足
柄
小
学

校
に
会
員
の
中
か
ら
指
導
者
を
派
遣
し
て

毎
年
、
六
年
生
が
踊
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
も
う
か
れ
こ
れ
十
年
間
ぐ
ら
い
は

続
い

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
学
校
五
日
制
が
実
施
さ
れ
て

い

く
と
き
に
、
ま
す
ま
す
郷
土
の
芸
能
を

学
ぶ
機
会
を
残
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ

て

い
ま
す
。

広
域
的
な
支
援
を

平
野
　
学
校
教
育
に

取

り
入
れ
る
こ
と
で

の

効
果
は

先
ほ

ど
の
後
藤
先
生
の
話
が
湘

南
座
の

座
員
の
ひ
と
り
に
当
て
は
ま
り
ま

す
。
そ
の
座
員
は
学
校
を
卒
業
し
て
ニ
ュ
ー

ヨ

ー
ク
に
行
っ
た
け
れ
ど
も
帰
っ
て
き
て

か

ら
は
ま
す
ま
す
乙
女
文
楽
を
続
け
る
気

持
ち
が
強
く
な
っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
わ
た

し
は
学
校
教
育
の
ほ
か
、
県
な
ど

の
行
政
側
で
広
域
的
に

義
太
夫
や
三
味
線

の

奏
者
の
養
成
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

気
が
し
ま
す
。
前
に
述
べ
ま
し
た
と
お
り

湘
南
座
の

よ
う
な
場
合
、
人
形
の
遣
い
手

よ
り
そ
ち
ら
の
方
が
心
配
で
す
。
こ
の
話

題
を
す
る
と
、
な
か
に
は
安
易
に
録
音
テ
ー

プ

で
演
じ
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
言
う

人
が

い

る
。
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

後
藤
　
義
太
夫
や
三
味
線
の
奏
者
不
足
は

こ
れ
も
全
国
的
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

私

な
ど
は
幼
い
頃
か
ら
浄
瑠
璃
と
か
そ
う

い

う
の
を
聴
い
て
い
ま
す
か
ら
良
い
も
の

だ
と
思
う
ん
で
す
が
ね
。

触
れ

る
機
会
を
増
や
す

石
井
　
学
校
行
事
で
国
立
劇
場
で
行
う
歌

舞
伎
教
室
に
行
く
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う

機
会
に

芸
能
と
い
う
も
の
に
興
味
を
持
つ

生
徒

も
で
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
県
単
位

ぐ
ら
い
で
そ
う
い
う
公
演
を
定
期
的
に
鑑

賞
す
る
場
や
、
出
会
い
の
機
会
を
増
や
す

こ
と
も
大
事
で
し
ょ
う
。

司
会
　
今
の
若
い
人
た
ち
は
お
そ
ら
く
義▲石井一躬氏
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太
夫

な
ど
の
語
り
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い

で

し
ょ
う
ね
o
た
と
え
ば
歌
舞
伎
を
観
る

時
、
解
説
本
を
見
な
が
ら
や
解
説
イ
ヤ
ホ
ー

ン

を
付
け
る
と
か
し
な
が
ら
で
な
い
と
何

を
演
じ
て
い
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な

い

と
思
い
ま
す
。
後
藤
先
生
は
幼
い
頃
か

ら
馴
れ
親
し
ん
で
い
た
と
の
こ
と
で
す
が
。

後
藤
若
い
時
か
ら
親
し
む
と
自
然
に
雰

囲
気
の
中
に
入
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
す

ぐ
意
味
が
わ
か
る
。
私
の
祖
父
が
喜
多
流

の
能
を
習
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
い
つ
も
謡
っ

て

い

た
の
を
聴
い
て
育
っ
た
ん
で
す
。

　
で
す
か

ら
歳
を
と
っ
て
か
ら
で
は
な
か

な
か
そ
の
お
も
し
ろ
さ
と
か
を
理
解
し
に

V
v
な
る
の
で
、
若
い
う
ち
の
出
会
い
は

大
切
だ

と
思
い
ま
す
ね
。

平
野
　
機
会
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
で
は

地
域

と
の
つ
な
が
り
を
多
く
す
る
こ
と
も

保
存
し
て
い
v
う
え
で
必
要
で
し
ょ
う
。

県
立
高
浜
高
校
の
乙
女
文
楽
ク
ラ
ブ
は
地博氏▲平野

域
の

文
化
祭
に
出
演
し
て
普
及
に
努
め
て

い

ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
地
域
に
こ

ん

な
芸
能
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て

知
っ
た
と
感
激
す
る
人
も
で
て
き
ま
す
。

　
た

だ
、
こ
う
し
て
機
会
を
増
や
し
て
い

き
た
い
気
持
ち
の
反
面
、
経
費
が
掛
か
る

点
が

悩
み

と
な
る
ん
で
す
が
。

企
業
の
財
政
支
援

司
会
　
経
費
の
話
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

湘
南
座
は
二
年
前
の
発
足
．
の
年
に
は
東
洋

信
託
文
化
財
団
の
助
成
を
受
け
ら
れ
た
と

の

こ
と
で
す
ね
。

平
野
　
そ
う
で
す
。
ち
ょ
う
ど
東
洋
信
託

銀
行
の

文
化
財

団
を
設
立
し
た
年
に
助
成

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
央
の
華
々
し

い

も
の
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
地
方
の

文
化
に

も
眼
を
向
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は

あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　
そ

の
ほ

か

地
域
の

企
業
の

ご
理
解
で
寄

付
を
い
た
だ
き
、
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

後
藤
　
日
本
全
体
と
し
て
も
政
府
の
出
資

金
や
た

く
さ
ん
の
企
業
の
出
資
金
か
ら
成

る
芸
術
文
化
振
興
基
金
が
で
き
て
、
民
俗

芸
能
だ
け
に
対
し
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

文
化
全
般
に
関
す
る
中
か
ら
毎
年
い
く
つ

か

の

団
体
に
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
設

立

さ
れ
て
か
ら
何
年
も
経
っ
て
い
ま
せ

ん

か

ら
浸
透
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
け
れ

ど
。指

導
者
の
育
成

司
会
　
ど
の
保
存
会
も
財
政
面
で
は
多
か

れ

少
な
か
れ
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、
今
の

話
の
よ
う
に
行
政
側
だ
け
で
な
く
企
業
側

か

ら
も
支
援
さ
れ
る
こ
と
は
、
民
俗
芸
能

を
多
く
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
、
よ
り
保

存
発
展
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

と
こ
ろ
で
先
ほ
ど
の
話
題
の
中
で
、
演

じ
る
側
は
確
保
で
き
て
も
演
技
指
導
者
が

減
っ
て
し
ま
う
と
い
う
指
導
者
の
部
分
の

問
題
点
が

で
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
に
つ

い

て
も
う
少
し
話
を
進
め
て
み
た
い
と
思

い

ま
す
。
た
と
え
ば
学
校
教
育
の
中
で
取

り
入
れ
る
場
合
、
地
域
の
民
俗
芸
能
に
つ

い

て
の
先
生
方
の

理
解
と
い
う
の
も
ま
す

ま
す
必
要
で
す
ね
。

石
井
　
ま
ず
多
く
の
教
員
は
学
校
の
周
辺

地
域
に
ど
の
よ
う
な
民
俗
芸
能
が
あ
る
か

を
知
ら
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。
ま
た
、
あ

る
と
知
っ
て
も
そ
れ
を
詳
し
く
調
べ
る
手

段

が
掴
め
な
い
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。
と

い

う
の
も
図
書
館
に
行
け
ば
す
ぐ
に
調
べ

ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
す
か
ら
。

芸
能

を
見
、
人
を
訪
ね
て
調
べ
て
い
く
民

俗
学
的
調
査

と
な
る
と
や
り
に
く
い
で
す

か

ら
ね
o

　
で
す
か
ら
、
教
員
対
象
に
民
俗
芸
能
や

文
化
財
一
般
の
講
座
を
設
け
る
な
ど
研
修

の

場
が

提
供

さ
れ
れ
ば
知
る
機
会
が
で
き

て
、
指
導
者
育
成
の
点
で
も
よ
り
広
く
に

郷
土
の

芸
能

を
理
解
さ
れ
、
効
果
的
な
方

法
に

な
る
と
思
う
ん
で
す
。

司
会
　
そ
う
す
る
と
、
前
に
出
さ
れ
た
平

野

さ
ん
の
お
話
と
合
わ
せ
る
と
行
政
側
で

講
座

を
設
け
る
な
ど
し
て
指
導
者
の
方
を

養
成
す

る
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
ね
。

教
材
に

文
化
財
の
副
読
本
を

後
藤
　
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
て
い
く
場

合
に

は
、
既
に
ど
こ
か
で
実
施
し
て
い
る

か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
副
読
本
を
作
る
こ

と
も
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
　
一
つ
の

学
校
単
位
で
作
成
す

る
の
は
た
い
へ
ん
で

す
か

ら
、
ま
と
ま
っ
た
単
位
、
県
レ
ベ
ル

あ
た
り
で
作
成
し
て
、
そ
れ
を
配
本
し
て

授
業
の

傍
ら
に
教
え
る
と
い
う
の
も
あ
る

程
度
の
効
果
が
期
待
で
き
る
ん
で
は
な
い

で

し
ょ
う
か
。
や
は
り
、
知
る
機
会
が
な

い

と
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
す
か
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ら
1
つ
の
方
法
と
し
て
考
え
て
も
い
い
の

で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て

地
域
の
芸
能
を
観
に
行
く
と
い
う
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
。

石
井
　
や
は
り
郷
土
の
文
化
財
を
理
解
す

る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
な

知
識

が
な
い
と
生
徒
に
は
教
え
ら
れ
ま
せ

ん

が
、
副
読
本
が
出
さ
れ
れ
ば
そ
れ
を
取

り
入
れ
る
学
校
と
い
う
の
も
当
然
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
少
く
と
も
関
心
を
抱
く

き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。

地
域
と
の
連
携

箭
子
　
学
校
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
学
校
五
日
制
が
実
施
さ
れ
た
場
合
に

は
、
郷
土
の
芸
能
を
知
る
と
い
う
こ
と
で

い

い

機
会
に

な
る
と
思
う
ん
で
す
。

　
今
は
学
校
の
先
生
と
児
童
・
生
徒
と
い

う
関
係
で
考
え
た
時
の
話
が
進
ん
で
い
ま

し
た
が
、
休
日
の
こ
と
を
考
え
る
と
今
度

は

親

と
子
供
の
関
係
に
な
る
。
そ
れ
が
民

俗
芸
能
の

保
存
会
と
親
、
保
存
会
と
子
供

の

よ
う
に
結
び
つ
い
て
v
れ
れ
ば
、
う
ま

v
地
域
と
連
携
し
て
い
け
る
気
が
し
ま
す
。

学
校
五
日
制
実
施
に
際
し
て
何
か
こ
の
機

会
を
う
ま
く
利
用
で
き
な
い
も
の
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ

れ
か
ら
の
保
存
と
活
用
の
あ
り
方

司
会
　
本
日
は
皆
様
か
ら
後
継
者
育
成
に

つ
い

て

さ
ま
ざ
ま
な
お
話
し
を
し
て
い
た

だ

き
ま
し
た
が
、
ま
と
め
と
し
て
こ
れ
か

ら
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
ひ
と
り
ず
つ
伺

い

た

い

と
思
い
ま
す
。

箭
子
　
今
の
内
山
剣
舞
お
ど
り
保
存
会
は

演
技
の
指
導
を
す
る
人
が
会
員
の
皆
か
ら

信
頼
さ
れ
て
い
て
、
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
良
い
指
導
者
を

絶
や

さ
な
い
よ
う
に
し
て
保
存
に
努
め
た

い

と
思
い
ま
す
。

平
野
　
湘
南
座
は
現
在
座
長
が
お
り
ま
せ

ん

の

で
発
起
人
の
ひ
と
り
の
私
が
代
表
と

い

う
形
で
お
り
ま
す
が
、
学
校
の
ク
ラ
ブ

活
動
の
よ
う
に
先
生
と
生
徒
の
親
密
さ
、

師
匠
と
生
徒
の
親
密
さ
の
よ
う
に
座
の
活

動
に
も
そ
う
い
う
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛

け

て

細
々
と
し
た
活
動
で
も
い
い
か
ら
続

け

て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

石
井
　
学
校
の
教
員
と
い
う
立
場
で
考
え

て

も
、
民
俗
芸
能
の
保
存
・
育
成
の
た
め

に
、
多
い
に
学
校
と
い
う
場
や
私
た
ち
教

師

を
利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
う
す

る
こ
と
で
少
し
で
も
役
立
て
る
か
も
し
れ

な
い
で
す
か
ら
。

後
藤

　
き
ょ
う
の
中
心
と
な
っ
た
話
題
は

現
在
の

後
継
者
不
足

を
い
か
に
し
て
解
決

し
て
い
v
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
文
化
財
を
保
存
し
て
い
く
立
場

で

も
う
少
し
広
v
考
え
ま
す
と
、
伝
え
て

い

v
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
現
在
の
状
況

は

こ
う
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
記
録
保
存

す
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
民
俗
芸
能
と
い
う
の
は
厄
介
な
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
て
、
た
と
え
ば
五
線
譜
に
そ

の
音

を
残
そ
う
と
し
て
も
聞
き
手
に
よ
っ

て

違
っ
て
き
て
し
ま
う
ん
で
す
。
ま
た
、

演
し
る
人
が
変
わ
っ
て
も
違
っ
て
し
ま
う

ん

で
す
。
つ
ま
り
、
伝
承
す
る
こ
と
自
体

が

も
と
も
と
む
ず
か
し
い
も
の
な
の
で
す
。

　

で

も
、
最
近
は
ビ
デ
オ
録
画
が
容
易
に

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、

そ

の

ビ
デ
オ
で
現
状
を
す
べ
て
完
全
に
映

像
化
し
て
お
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
の
で
そ
う
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
く

感
じ
ま
す
。

　
同
じ
人
が
踊
っ
て
も
十
年
前
の
映
像
記

録
を
見
る
と
違
っ
て
し
ま
う
の
が
現
実
で

す
。
映
像
化
さ
れ
て
い
れ
ば
、
万
l
に
伝

承
者
が

絶
え
て
し
ま
っ
て
も
復
元
も
可
能

で
す
か

ら
是
非
、
行
政
側
で
も
県
、
市
町

村
の

連
携
で
効
果
的

な
ビ
デ
オ
録
画
撮
り

を
進
め
て
保
存
を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。

　
郷
土
の
文
化
と
い
う
か
民
俗
文
化
は
歴

史
が
作
っ
て
い
く
も
の
で
、
そ
の
歴
史
が

1
つ
の

堆
積

と
し
て
今
日
に
残
っ
て
い
く

も
の
で
あ
っ
て
こ
れ
を
正
し
く
伝
え
て
い

v
こ
と
が
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ

れ
か

ら
、
皆
さ
ん
の
話
か
ら
指
導
者

の

重
要
性

も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
と

お
り
で
何
も
民
俗
芸
能
に
限
っ
た
こ
と
で

な
く
、
す
べ
て
の
こ
と
に
共
通
す
る
こ
と

だ

と
言
え
ま
す
。
　
「
文
化
は
人
な
り
」
と

言
っ
た
人
が
い
ま
す
け
れ
ど
、
ま
さ
に
そ

の

通

り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
o

　
ま
た
、
日
本
の
社
会
で
は
価
値
観
を
考

え
る
と
き
国
際
的
に
見
る
こ
と
が
非
常
に

重
要

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
文
化
国
家

日
本
と
言
う
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
一
部

の

人
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
皆
が
国
際
的

な
目
で
価
値
観
を
見
い
出
せ
る
よ
う
に
民

俗
芸
能
を
高
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。司

会
　
皆
さ
ま
、
長
時
間
に
亘
り
貴
重
な

お

話
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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会
ロ
暮
活
動
状
況
レ
ポ

そ

の
ー

　
厚
木
市
在
住
の

島
本
清
友
さ
ん
は
、
厚

木
大
神
楽
の
技
芸
者
で
昭
和
六
十
三
年
に

は

地
域
文
化
功
労
者
と
し
て
文
部
大
臣
表

彰
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
月
三
日
（
月
）
、
編
集
部
で
は
会
員

の
島
本
さ
ん
の
活
動
を
取
材
す
る
た
め
に

公
演
会
場
の

厚
木
市
立
第
二
小
学
校
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
同
小
学
校
で
は
厚
木
市
教
育

委
員
会
主
催
の
郷
土
芸
能
保
存
公
演
事
業

と
し
て
、
厚
木
大
神
楽
の
公
演
を
児
童
に

見
せ
る
こ
と
に
な
り
、
体
育
館
に
は
第
三

学
年
百
六
十
名
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
五
十
分
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は

お

難
子

と
共
に
島
本
さ
ん
演
し
る
獅
子
舞

の
始
ま
り
で
す
。
児
童
の
視
線
は
一
斉
に

御
弊
や
鈴
な
ど
の
採
物
を
持
っ
て
次
々
と

舞
う
獅
子
舞
に
注
が
れ
、
真
剣
そ
の
も
の

で
す
。

　
厚
木
大
神
楽
は

江
戸
時
代
か
ら
藤
沢
大

神
楽
と
呼
ば
れ
た
伊
勢
大
神
楽
十
二
組
の

ー
ト
ー
2
月
の
活
動
か
ら
～

厚

木

大

神

楽

ひ

と
つ
。
そ
の
家
元
、
七
世
木
村
幸
太
夫

が
島
本
清
友
さ
ん
（
八
十
八
歳
）
で
す
o

毎
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
厚
木
周
辺

地
域
を
神
楽
長
持
を
曳
い
て
正
月
祓
い
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
構
成
は
獅
子
頭
、

笛
、
太
鼓
、
鉦
、
三
味
線
で
総
勢
七
～
八

人
o
厚
木
大
神
楽
は
曲
芸
と
と
も
に
巫
女

舞
の
型
も
よ
く
伝
え
て
お
り
、
昭
和
五
十

五
年
九
月
十
二
日
県
選
択
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
日
の
公
演
時
間
は
約
四
十

分
間
。
獅
子
舞
の
遣
手
に
は
島
本
さ
ん
の

お

孫
さ
ん
に
当
た
る
本
多
あ
け
み
さ
ん
、

難
子
方

（
太
鼓
）
に
は
奥
さ
ん
が
加
わ
り

息
の
合
っ
た
演
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。　

公
演
が
終
わ
る
と
、
児
童
か
ら
の
質
問

の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
次
々
と
手
が
上
が

り
、
小
学
生
ら
し
い
純
粋
さ
の
あ
ら
わ
れ

た

質
問
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ

ひ

と
つ
に
答
え
る
島
本
さ
ん
の
顔
に
は
優

し
さ
が
溢
れ
て
お
り
、
演
じ
る
側
、
見
る

側
の
双
方
に
き
っ
と
印
象
深
い
も
の
と
な
っ

た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
公
演
前
に

中
村
校
長
が
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
同
校
の
通
学
区

域
内
に
島
本
さ
ん
の
住
ま

い
が

あ
る
が
、
な
か
な
か

児
童
達
は
厚
木
大
神
楽
に

接
す
る
機
会
も
な
い
の
で
、

地
域
の
学
習
を
す
る
の
に

良
い
機
会
と
考
え
た
と
の

こ
と
で
す
。
な
る
ほ
ど
公

演
終
了
後
に
編
集
部
で
も

数
人
の
児
童
に
感
想
を
聞

い
て
見
た

と
こ
ろ
、
初
め

て
見
た

と
い
う
声
が
多
く

返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
島
本
さ
ん
の
話
で
は
、

近
年

で
は
交
通
量
が
増
え

て
危
険
、
あ
る
い
は
正
し

い

理
解
を
得
ら
れ
な
い
等

の

理
由
で
、
神
楽
長
持
を
曳
い
て
の
町
廻

り
は
し
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
、
芸
能

大
会
等
の
公
演
や
結
婚
式
で
の
依
頼
を
受

け
た
時
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
地
元
の
小
学

校
児
童
も
こ
う
し
た
場
で
初
め
て
接
す
る

の
だ

そ

う
で
す
。
こ
れ
も
時
代
の
流
れ
だ

か

ら
と
語
る
島
本
さ
ん
の
表
情
は
、
や
は

り
少
し
寂
し
そ
う
で
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
の
夢
は
大
神
楽
の
変
遷

を
舞
台
で
披
露
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
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・

関
東
を
境
に
変
わ
っ
た
芸
態
や
時
代
に
よ

る
違
い
な
ど
、
昔
ど
お
り
の
も
の
を
残
し

て
置

き
た
い
と
考
え
て
い
る
け
れ
ど
も
大

が

か

り
な
こ
と
な
の
で
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い

ま
し
た
。
編
集
部
の
取
材
に
応
し
る
島

本

さ
ん
の
話
に
は
、
そ
の
芸
能
を
愛
す
る

心
が

よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
感
じ
が
し
ま
し

た
。　

今
回
の
取
材
で
は
、
編
集
部
は
図
々
し

v
も
島
本
さ
ん
宅
に
も
訪
問
し
、
長
時
間

に

亘
っ

て

ご
長
男
の
↓
郎
さ
ん
を
含
め
て

お

話
を
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
く
だ

さ
い
。

R
e
h
“
p
・
・
，

曇
義
蓼
、
2
’
x
三

　

国
道

2
4
6
号
線
沿
い
の
山
北
町
向
原

の

能
安
寺
で
二
月
十
五
日
（
土
）
、
十
六

日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
世
附
の

百
万
遍
念
仏
付
獅
子
舞
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
編
集
部
で
は
、
初
日
の
十
五
日
（
土
）

に
、
こ
の
世
附
の
百
万
遍
念
仏
保
存
会
長

で

あ
り
、
当
協
会
の
会
員
で
あ
る
石
田
守

さ
ん
に
お
会
い
す
る
た
め
能
安
寺
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
二
月
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

暖
か
な
春
日
和
で
し
た
。
寺
の
道
場
を
開

け
放
し
て
約
二
時
間
の
行
事
と
な
る
の
で
、

寒
い

日
で
な
く
て
よ
か
っ
た
と
い
う
感
じ

で
す
。

　

さ
て
、
世
附
の
百
万
遍
念
仏
は
、
三
保

ダ
ム
建
設
（
昭
和
四
十
九
年
）
前
ま
で
は

三
保
世
附
の
能
安
寺
で
毎
年
二
月
十
五
日

か

ら
十
七
日
ま
で
行
な
わ
れ
て
き
た
も
の

を
現
在
の
場
所
に
移
し
て
、
毎
年
二
月
十

五

日
に
近
い
土
、
日
曜
日
の
二
日
間
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
特
徴
は
巨
大
な
滑
車
に

大
数
珠
（
長
さ
九
メ
ー
ト
ル
、
数
珠
の
数

三
百

二
個
、
丹
沢
の
水
桃
木
で
作
る
）
を

取

り
付
け
、
屈
強
な
青
年
た
ち
が
回
転
さ

れ

か
ら
始
め
、
一
月
の
中
頃
か
ら

練
習
に
入
り
、
当
日
は
午
前
八
時

か

ら
会
員
全
員
で
幣
束
を
作
る
人
、

注
連
縄
を
作
る
人
な
ど
に
分
か
れ

て
支
度
を
進
め
る
そ
う
で
す
。
こ

の

時
に

隣
の
人
の
仕
方
を
真
似
な

が
ら
支
度
を
す
る
う
ち
に
、
特
別

に

教
わ
る
こ
と
な
く
自
然
に
覚
え

て
い

v
と
い
う
昔
な
が
ら
の
伝
承

方
法
で
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
の

せ

る
型
式
で
全
国
的
に
も
珍
し
い
行
法
。

こ
れ
が
終
わ
る
と
獅
子
舞
、
遊
び
神
楽
と

続
き
、
特
に
「
鳥
さ
し
の
付
く
獅
子
舞
」

と
し
て
貴
重
視
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
五
十

三
年
六
月
二
十
三
日
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
午
後
十

二
時
過

ぎ
に
能
安
寺
に
到
着
す

る
と
境
内
で
は
保
存
会
の
人
が
豚
汁
や
甘

酒
を
作
っ
て
訪
問
者
に
振
舞
っ
て
お
り
、

編
集
部
も
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。
石
田

会
長
に

は
、
行
事
の
始
ま
る
前
の
忙
し
い

時
間
を
取
材
の
た
め
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、

保
存
会
の
近
況
を
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
の
準
備
は
、
昨
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ
　
きξしti　lsづ≧，弩　1婁
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こ
と
で
す
。

　

獅
子
舞
な
ど
の
伝
承
方
法
も
基
本
的
に

は

同

様
で
す

が
、
昔
と
違
う
と
こ
ろ
は
書

面
等
に

記
録

さ
れ
て
い
る
点
で
、
覚
え
る

時
間
も
短
縮
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

現
在
会
員
は
約
百
二
十
名
で
今
年
度
は

二
十
二
～
三
歳
の
若
者
が
四
～
五
人
加
入

し
て
活
性
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
も
っ
と

地
元
の

人
に

馴
染
ん

で
い
た

だ

く
こ
と
に

よ
り
、
後
継
老
を
育
て
て
い
き
た
い
と
語
っ

て

v
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

午
後
一
時
、
行
事
が
始
ま
る
と
本
堂
内

は

カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
を
も
っ
た
人
で
あ
ふ

れ
、
太
鼓
と
念
仏
の
音
の
中
で
、
数
珠
を

回

す
人
た

ち
の
姿
も
次
第
に
熱
気
を
帯
び

て

き
て
、
互
い
に
速
く
回
せ
と
は
や
し
た

て

て

い

ま
す
。
今
年
は
テ
レ
ビ
神
奈
川
の

取

材
が
入
っ
て
お
り
、
三
月
に
放
送
も
さ

竃
星
－
き
琉
選
瀬
顯
寧
〇
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
ソ

　
　
ち
．
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
エ
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れ

る
と
か
で
、
照
明
の
明
か
り
が
雰
囲
気

を
一
層
盛
り
上
げ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
獅
子
舞
、
遊
び
神
楽
に
な

る
と
、
獅
子
や
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
が
見
て
い
る

子
供
達
な
ど
の
中
に
飛
び
込
ん
で
い
っ
て

笑
い
を
巻
き
起
こ
し
な
が
ら
、
午
後
二
時

三
十
分
、
本
日
の
行
事
が
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

　
行
事
の
途
中
で
も
、
み
か
ん
や
甘
酒
が

観
衆
に

振
舞
わ
れ
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
暖

か

さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
一
日
で
し
た
。
こ

れ
か

ら
も
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で

ま
す
ま
す
保
存
会
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て

v
だ
さ
い
。
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神
奈
川
県
の
梅
干
し
と
言
え
ば
小
田
原

の

曽
我
梅
林
の
梅
を
連
想
す
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
二
月
に
は
約
三
万
本
が

一
斉
に
花
を
咲
か
せ
、
あ
た
り
一
面
甘
い

香

り
に
つ
つ
ま
れ
ま
す
。
こ
の
期
間
は
梅

祭

り
が
行
な
わ
れ
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
る

役
の
一
つ
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
寿
獅
子

舞
で
す
。
期
間
中
の
休
日
に
は
三
ヶ
所
の

特
設
会
場
で
時
間
を
ず
ら
し
て
午
後
1
時

か

ら
順
次
演
じ
ら
れ
て
、
観
梅
客
の
眼
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

二
月
の
会
員
活
動
状
況
レ
ポ
ー
ト
の
最

後

は
、
こ
の
寿
獅
子
舞
保
存
会
を
紹
介
し

ま
す
。

　
保
存
会
長
は

こ
の
梅
祭
り
の
実
行
委
員

会
の
委
員
長
も
兼
ね
る
川
久
保
和
夫
さ
ん
。

l1m
：
二
十
1
1
1
日
　
（
日
）
、
今
年
の
梅
祭
り 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛍
ぷ

最
後
の
休
日
に
実
行
本
部
で
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
梅
の
咲

き
具
合
は
暖
冬
の
た
め
か
、
も

う
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
の
感
じ
で
し
た
が
、

観
梅
客
は
会
場
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
出
し
て

宴
た

け

な
わ
で
、
雪
を
か
ぶ
っ
た
富
士
山

も
く
っ
き
り
と
そ
の
姿
を
の
ぞ
か
せ
、
早

春
の
う
ら
ら
か
な
天
気
で
し
た
。

　
川
久
保
会
長
の

話
で

は
、
こ
の
時
期
は

平

日
に
バ
ス
を
連
ね
て
観
梅
に
来
て
、
寿

獅
子
舞
の
公
演
も
見
た
い
と
い
う
申
し
出

も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
休
日
以
外
は
な
か

な
か
会
員
が
揃
わ
な
い
の
で
お
断
り
を
し

て
い

る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
公
演
の

要
望
が
多
い
こ
と
は
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
、

今
年
だ
け
で
も
二
十
二
回
行
な
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。
郷
土
に
根
ざ
し
た
芸
能
と
し

て
梅
祭
り
の
時
に
は
特
に
優
先
し
て
出
演

し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
一
番
似
合

う
気
が
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
会
員
は
一
組
か
ら
四
組
ま
で
分
か
れ
て

お

り
、
一
組
は
六
十
歳
代
、
二
組
は
五
十

歳
代
、
三
組
は
四
十
歳
代
、
四
組
は
二
十

歳
代
中
心
で
こ
の
四
組
が
昨
年
誕
生
し
て

全
部

で
四
十
人
の

会
員
数
で
す
。
ち
な
み

に
会
長

ご
自
身
は
一
組
だ
そ
う
で
す
。
こ

の

四
組
の

二
十
歳
代
の

若
者
が

加
わ
っ
た

こ
と
は
、
後
継
者
問
題
に
悩
む
今
日
に
あ
っ

て
た

い

へ
ん

良
い
傾
向
で
、
毎
週
火
曜
日

に

は
、
熱
心
に
練
習
を
重
ね
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
幸
い
こ
の
地
域
は
郷
土

芸
能
に
対
し
て
理
解
が
深
く
、
連
携
し
て

保
存
に
務
め
ら
れ
る
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ

り
、
ま
た
、
市
当
局
の
支
援
も
あ
っ
て
保

存
会
の
活
動
に
活
力
を
与
え
て
v
れ
て
い

る
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
寿
獅
子
舞
で
す
が
、
発
祥
年
代
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
中
期
の

も
の
と
思
わ
れ
、
「
は
や
し
獅
子
舞
」
の

系
統
で
、
西
湘
地
方
で
は
曽
我
別
所
だ
け

に

伝
わ

る
芸
能
で
す
。

　
午
後
1
時
に
な
る
と
、
別
所
会
場
の
特

設
舞
台

で
は
祭
難
子
の

「鎌
倉
」
、
r
神
田

丸
」
な
ど
の
難
子
に
合
わ
せ
て
獅
子
や
ヒ
ョ
ッ

ト
コ
が
踊
り
は
し
め
、
た
く
さ
ん
の
観
梅

客
が

舞
台

の
周

り
を
囲
ん
で
、
盛
ん
に
拍

手

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
き
ょ
う
踊
っ
て

い

る
の
は
二
組
で
五
十
歳
代
の
会
員
だ
と

い

う
こ
と
で
す
。

　
公
演
の

様
子
を
拝
見
し
な
が
ら
先
ほ
ど

の

会
長
の

言
葉
が

思
い

出
さ
れ
、
の
ど
か

な
梅
林
の
里
に
本
当
に
よ
く
合
う
芸
能
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　
1
1
十
歳
代
の
後
継
者
も
で
き
た
と
の
こ

と
で
、
ま
す
ま
す
活
気
あ
る
活
動
を
行
な

う
保
存
会
と
し
て
今
回
の
紹
介
を
終
え
ま

す
o
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新
規

会
員
募
集

　
民
俗
芸
能
を
実
際
に
行
っ
て
い
る
人
、

ま
た
民
俗
芸
能
に
興
味
を
お
持
ち
の
人
等

協
会
で

は
、
多
く
の
方
々
の
入
会
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
勧
誘

に

御
協
力
下
さ
い
。
な
お
、
協
会
の
事
業

と
し
て
は
、
県
民
俗
芸
能
大
会
の
開
催
、

各
種
芸
能
見
学
会
、
講
演
と
映
画
の
会
、

会
報
の
発
行
等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
、
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
会
費
（
年
額
一
口

個

人
千
五
百
円
、
団
体
三
千
円
）
を
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
入
方
法
に
つ

い

て

は
、
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
o会

費
の
納
入
に
つ
い
て

　
当
協
会
の
事
業
の
円
滑
な
運
営
の
た
め

に

は
、
会
員
の
皆
様
の
会
費
納
入
に
つ
い

て
の
御
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。
会

費
は
原
則
と
し
て
、
各
年
度
五
月
末
日
ま

で
に

納
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

協
会

行

事
報

告

o
全
国
民
俗
芸
能
大
会
の
見
学
会

　
期
　
日
　
平
成
3
年
1
1
月
2
3
日
（
祝
）

　
場
　
所
　
（
財
）
日
本
青
年
館

　
概
　
要
　
文
化
庁
企
画

で
毎
年
催
さ
れ

　
　
て
お

り
、
第
4
1
回
大
会
と
な
っ
て
い

　
　
る
。

　
　
　
開
演
前
に

解
説
書

を
配
布
し
、
自

　
　
由
見
学
形
式
で
行
っ
た
。
参
加
者
3
3

　
　
名
。

　
　
　
演

目
は
延
年
チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ
舞

　
　

（
秋
田

県
）
、
平
戸
ジ
ャ
ソ
ガ
ラ

　
　

（
長

崎

県
）
、
懐
山
の
お
く
な
い

　
　

（
静

岡
県
）
、
い
ざ
な
ぎ
流
御
祈
薦

　
　
神

楽

（
高
知
県
）
、
根
尾
の
盆
踊

　
　

（岐
阜
県
）
の
五
演
目
。

o
講
演
会

　

日
時
平
成
4
年
3
月
2
1
日
（
土
）

　
　
10

時
～
1
2
時

　
会
　
場
　
大
和
市
立
図
書
館

　
演
　
題
　
古
民
謡
に
親
し
む

　
　
ー
あ
な
た
も
古
民
謡
の
伝
承
者
に
ー

　
講
　
師
　
城
所
　
恵
子
先
生

　
概
　
要
　
大
和
市
教
育
委
員
会
の
後
援
、

　
　
大
和
古
民
謡
保
存
会
の
協
力
を
得
て

　
　
実
施
。

　
　
　
古

V
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
民
謡

　
　
は

人
々
の
生
活
心
情
な
ど
を
伝
え
る

　
　
大
切
な

民
俗
文
化
財
で
あ
る
こ
と
を

　
　
話

さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
講
演

　
　
会
と
な
っ
た
。

　
　
　

な
お
、
大
和
市
教
育
委
員
会
制
作

　
　
の
古
民
謡
の
ビ
デ
オ
を
上
映
し
た
。

よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
三
月
七
日
（
土
）

に

県
政
総
合
セ
ソ
タ
ー
を
会
場
に
し
て
行

い

ま
し
た
。
後
継
者
育
成
に
携
わ
る
方
々

の

活
動
の
ヒ
ソ
ト
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
編
集
部
で
は
会
員
の
方
々
か
ら
の
投
稿

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
日
頃
の
活

動
状
況
等
の
紹
介
や
情
報
交
換
の
場
と
し

て
活

用
く
だ
さ
る
な
ど
、
お
気
軽
に
お
寄

せ

v
だ
さ
い
。

　
　
　
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

　
　
　
　
編

集
後
記

　
本
号
は
後
継
者
育
成
に
つ
い
て
の
特
集

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
ア

ソ

ケ
ー
ト
実
施
に
際
し
ま
し
て
は
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
遅
く
な
り
ま

し
た
が
、
結
果
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
文
で
紹
介
し
た
座
談
会
の
も

「
か

な
が
わ
の
民
俗
芸
能
」
第
5
5
号

　
平
成
4
年
3
月
3
1
日
発
行

編
集印発

刷行
横
浜
市
中
区
日
本
大
通
り
3
3

神
奈

川
県
教
育
庁
生
涯
学
習
部

文
化
財
保
護
課
内

神
奈
川

県
民
俗
芸
能
保
存
協
会

事
務
局
告
（
1
0
2
）
一
一
一
一
㈹

神
奈
川
県
民
俗
芸
能
保
存
協
会

株
式

会
社
港
栄
印
刷

　
　
　

古
（
3
3
3
）
八
八
1
五
㈹
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